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＊この新聞は、旧街道の美しいまち並み景観づくりを進める「‘二川宿’まちづくり会」と「大岩町東まちづくり会」、「大岩中まちづくり会」が発行しています。 

‘二川宿’まちづくり会がまち並み景観の住民協定を結ん

だのが平成 20 年 9 月で、はや 10 年が経過しました。まち

づくり会としては、まちづくりのテーマとして、“山車が映

えるまち並み”を掲げ取組みをスタートし、「変わりました

ね、まち並み」と実感できるまでになって来たと思っていま

す。

まち並みが変わってきたことで、テーマに掲げた“山車が

映えるまち並み”ですが、10月 13日と 14日の両日に開催

された二川八幡神社例大祭に繰り出された山車３台、まち並

みに映えてましたよ。また、映えてる山車を見に来る人も、

増えたと感じています。

今後もテーマに沿った活動を皆様と行っていきたいと思

っていますので、ご理解、ご協力をよろしくお願いいたしま

す。まちづくり会の活動への賛同者も募集しています。

◆ “山車が映えるまち並み” に景観向上！  

まち並み景観づくり１０年！ 
＜‘二川宿’まちづくり会＞ 

▲ 旧街道に繰り出す二川八幡神社例大祭の山車 

山本会長

▲ 落ち着いたまち並みを背景に山車が映える！ 

（上左：中町、上右：新橋町、下：東町） 

文化財「駒屋」付

近のまち並み景

観の変化 

上：2018 年 10 月

下：2007 年 12 月



【豊橋市からのお知らせ】 ～ 豊橋を魅力あるまちにするため市民参加のワークショップを開催 ～

※市のホームページに、ワークショップの結果をま

とめたワークショップ通信を掲載しています。 

 で検索�

 豊橋市では市全体を対象に、より良い景観を育んでいきたいと考え、

景観法に基づく計画づくりを進めています。広く市民の意見を計画に

反映させるため、豊橋の景観の魅力や課題について気軽に語り合って

いただくワークショップを 7～8 月に開催しました。参加者は一般公

募市民、地域のまちづくりに携わっている方々、学生などです。二川

宿からも各まちづくり会の代表が参加し、二川宿の景観が良くなって

いるのは、住民が皆で協力してまちづくりに取り組んできた成果であ

ることなどを話していただきました。豊橋の大切な景観として、二川

宿を挙げる方も多く、今後も歴史を活かしたまちづくりが期待されて

いることがわかりました。

＜大岩町東まちづくり会＞

【ﾄﾋﾟｯｸ】 大岩町東まちづくり会、大岩中まちづくり会 会長レポート

 今年から会長になりました小杉です。これからよろしくお願いいたします。新しく

会長になって、みなさんに喜んでいただけることを何かやろうと思っています。モニ

ュメント、記念になるもの、新しい企画など、これまでの旧街道沿いに季節の花を飾

る木製プランターボックスの設置などの活動を続けながら、新しいことができるとい

いかなと考えています。

 まちづくり会へのご理解、ご協力をよろしくお願いいたします。

日頃のまちづくり会活動にご理解、ご協力感謝申し上げます。今季の活動結果と

活動予定を報告させていただきます。「灯籠で飾ろう二川宿」に jazzライブ開催と

飲食販売で参加しました。台風で延期され、当日も怪しい天気でしたが jazzのメン

バーの変更と飲食の計画の見直しを行い会員の協力と努力で成功いたしました。あ

りがとうございました。今後の活動予定ですが、保管していました交番前の桜の幹

を活用して鉢を作成し、花を植えて街道を彩ろうと計画中です。

 今後もまちづくり会へのご理解、ご協力よろしくお願いいたします。

＜大岩中まちづくり会＞ 

小杉会長

横田会長


